
ステートメント

中小企業専門金融機関としてのDNAを深化・発展させ、
多くの企業が抱える課題の解決を通じて、未来を支えていく。
世界が変わりつづけるそのなかで、躊躇なくチャレンジして、勇敢に自分自身を変えていける社会へ。
安心と安全が揺らいだ時にも、冷静に現状を見つめ、正しく一歩を踏みだせる社会へ。
あらゆる地域の人たちが、自分たちならではの強みを発揮し、豊かさと充実を感じられる社会へ。
私たち商工中金は、変化の先の希望を目指して、お客さまとともにチャレンジするパートナーです。
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商工中金の概要
（2022年9月30日現在）

▶ 名称 株式会社 商工組合中央金庫（略称／商工中金）
 （2008年10月1日 株式会社化）

▶ 会社成立の年月日 1936年10月8日
▶ 目的  株式会社商工組合中央金庫は、その完全民営化の実現に向けて経営の自主性を確保しつつ、

中小企業等協同組合その他主として中小規模の事業者を構成員とする団体およびその構成
員に対する金融の円滑化を図るために必要な業務を営むことを目的とする株式会社とする。

▶ 業務開始 1936年12月10日
▶ 資本金 2,186億円（うち政府出資1,016億円）
▶ 資本構成

（※2）株式会社への転換に際し、中小企業の皆さま
に対する円滑な資金の供給が継続的に実現で
きるよう、政府出資金から3,037億円、利益
剰余金から970億円、合計4,008億円につい
て特別準備金への振替を行ったものであり、
これは自己資本の中核的な位置付けである普
通株式等Tier1資本とされています。

（※1）危機対応業務の円滑な実施のために必要な財
政基盤の確保に資するものとして措置された
ものであり、自己資本の中核的な位置付けで
ある普通株式等Tier1資本とされています。

▶ 資金量  預金 5兆6,434億円
 譲渡性預金 7,141億円
 債券 3兆5,127億円
▶ 貸出金 9兆6,747億円
▶ 店舗等 国内102／海外4
▶ 職員数 3,547人
▶ 格付 

商工中金に関する情報は、インターネットのホームページでも、ご紹介しています。

https://www.shokochukin.co.jp/
本誌は、株式会社商工組合中央金庫法第53条に基づいて作成したディスクロージャー資料（業務および財産の状況に関する説明書類）です。

▶ 業務内容
１. 融資業務  設備資金や長期運転資金をはじめ、手形割引などの短期運転資金まで、中小企業の方々が

事業のために必要とする資金に対して幅広い融資を行っています。
 また、中小企業の方々の多様化した資金調達ニーズに応えるべく、私募債、シンジケートロー
ン、アセットベーストレンディングや売掛債権流動化などの金融手法の開発、普及にも取
り組んでいます。

２. 預金・為替業務 ①預金
　 当座預金、普通預金、通知預金、定期預金、別段預金、納税準備預金、非居住者円預金

および外貨預金を取り扱っています。
②譲渡性預金
　譲渡可能な預金を取り扱っています。
③為替
　内国為替および外国為替を取り扱っています。

３. 債券業務  中小企業の方々に安定した資金をご提供するため、金融債である商工債を発行して資金を
調達しています。

４. 資金証券業務  商工中金全体の資金調達・運用を効率的に行うことを目的として、国内外の金融市場でマー
ケット業務に取り組んでいます。

５. 国際業務  中小企業の方々の事業活動を支援する総合金融機関として、外国送金、輸出入に関する業
務を行うとともに、海外進出にかかわるご支援、海外現地法人へのご融資などあらゆる海
外取引に積極的に取り組んでいます。

６. その他 ・金利、通貨などのデリバティブ取引
・幸せデザインサーベイ
・M&Aに関する業務
・経営情報の提供
・中金会・ユース会の運営支援
・産業調査・経済調査
・信託業務
・その他、上記に付帯又は関連する業務　　など

R&I JCR Moody’s
長期 AA－（安定的） AA+（安定的） A1（安定的）

利益剰余金
2,249 億円

合計
9,727 億円

民間保有株式
1,170 億円

政府保有株式
1,016 億円

危機対応準備金（※1）
1,295 億円

特別準備金（※2）
4,008 億円

資本剰余金
0 億円

自己株式
△11 億円

商工中金が目指す姿ー新しい企業理念

　長い歴史の積み重ねで、商工中金には貴重な「資本」が負託されています。「資本」を適切にガバナンスし、
お客さまのパートナーとして、長期的視点にたち、ニーズに適合した経営リソースを提供し続けます。このプロセス
を通じ、経済的価値だけでなく、社会的価値や働き手の幸せも創出し、気候変動等、社会の重要課題の解決にも
寄与します。価値創出により「資本」を充実させ、更に取組みを広げ、日本を変化につよくすることに貢献して
まいります。

地球温暖化・
気候変動への対応
再生可能エネルギーへの移行
中小企業のエネルギー省力化

中小企業の
生産性向上

ダイバーシティ＆
インクルージョン

 マテリアリティ（社会の重要課題）

企業の未来を支えていく。
日本を変化につよくする。

お客さまと商工中金で、
ともに創出する共通価値

価値創出

本業支援

金融支援

ガバナンスの
持続的高度化

資本の活用・活性化

創出価値は
新たな資本として循環

常に変化する経営環境 人口減少や気候変動など中長期に亘る変化に、新型コロナウイルス感染症拡大やウクライナ紛争といった突発的な変化が交錯

経済的価値 社会的価値 働き手の幸せ

過半数の社外取締役で構成する
モニタリング型の取締役会 監督と執行の分離

財務資本
中小企業の皆さまが株主
全国に分散したポートフォリオ

知的・人的資本
お客さまの企業価値向上に
貢献する人材

社会関係資本
80年超の取組みで培った
ステークホルダーとリレーション

経営基盤

地域経済の
活性化

ビジネスモデル展開による価値創出
お客さまの事業や経営環境を理解し、長期視点で伴走し、お客さまの必要なリソースを提供し続ける

マテリアリティの解決

イノベーション
の創出

安心と豊かさを生みだすパートナーとして、
ともに考え、ともに創り、ともに変わりつづける。

商工中金の価値創造モデル
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